
 

 

 

〔三〕 

記
述
採
点
の
目
安 

(五) 

三
十
二
～
四
十
字
で
１
点
。「
出
会
う
人
に
よ
っ
て
良
く
も
悪
く
も
な
る
」と
同
等
の
内
容
で
３
点
。 

 
 

 

「
良
い
友
人
と
親
し
く
つ
き
あ
う
」と
同
等
の
内
容
で
４
点
。「
～
べ
き
」で
終
わ
っ
て
１
点
。 

文
章
の
乱
れ
が
な
け
れ
ば
１
点
。 

 

〔三〕  〔二〕  〔一〕 

(六) (五) (四) (三) (二) (一)  (五) (四) (三) (二) (一)  (二) (一) 
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青
：差
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つ
き
や
す
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問
題 

 

黒
：
確
実
に
取
り
た
い
問
題 



〔四〕 

記
述
採
点
の
目
安 

(五) 

四
十
八
～
六
十
字
で
１
点
。「
時
代
の
変
化
で
周
囲
の
状
況
が
変
わ
る
」と
同
等
の
内
容
で
２
点
。 

「
従
来
の
作
法
や
型
を
そ
の
ま
ま
使
わ
な
い
」と
同
等
の
内
容
で
２
点
。「
自
ら
変
え
て
い
く
」と
同
等
の
内
容
で
３
点
。 

「
～
試
み
」で
終
わ
っ
て
１
点
。
文
章
の
乱
れ
が
な
け
れ
ば
１
点
。 

(六) 

九
十
六
～
百
二
十
字
で
１
点
。「
経
験
と
慣
れ
に
頼
ら
ず
、
作
法
や
型
を
真
似
る
努
力
を
続
け
る
」と
同
等
の
内
容
で
２
点
。 

「
「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
」と
同
等
の
内
容
で
２
点
。「
自
分
の
社
会
的
意
義
を
意
識
す
る
」と
同
等
の
内
容
で
２
点
。 

「
や
る
気
の
あ
る
態
度
を
見
せ
る
こ
と
」と
同
等
の
内
容
で
２
点
。 

「
ま
わ
り
の
期
待
感
を
自
ら
主
体
的
に
動
く
力
に
変
え
る
」と
同
等
の
内
容
で
２
点
。 

文
章
の
乱
れ
が
な
け
れ
ば
１
点
。 

〔四〕 

(六) (五) (四) (三) (二) (一) 
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